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皿i．調 査 法

　編島県広野地区およびその周辺域は，南北にのびる海岸線から阿武隈山地東側にかけての一帯

である。この地域は，臨海部がヤブツバキクラスにまとめられる植生域であり，阿武隈山地はブ

ナクラスにまとめられる植生域である。現存植生は，大部分がクリーコナラ群集などにまとめら

れている夏緑広葉樹林，スギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツ，クロマツなどの植林，水田や畑地

などであり，自然植生の残存生育地は小面積にすぎない。

　今圓，福島県広野地区およびその周辺域を対象に，植物社会学的方法により，現存樋生，潜在

自然植生の現地植生調査，室内作業による群落組成表の作成，群落単位の決定，さらに，現存植

生図（縮尺1：65000，1：5000），潜在自然植生図（縮尺1：5000）および植生自然度麟（縮

尺1：65000）が作成された。

1．植生調査

　野外の調査対象域の植生を現地踏査により調べることを植生調査（▽egetationsaufnahmeま

たはAuf1］ahme）といわれる。植生の把握にあたっては自然植生から代償植生へ，単純な植生

から複雑な植生へ，また質的把握から量的把握へ，静的解析から動的解析へと進められる。

　現地素生調査は1979年6月から1980年6月にかけて，福島県広野地区およびその周辺域を対象

として前後5國にわたって行なわれた。現地調査にあたっては，シキミーモミ群集などの自然林

から，二次草原，耕作地雑草群落まで約300地点で植生調査資料が収集された。

　調査対象となる植生はほぼ均一の相観を有しており，嗣質と判断される立地条件下にあり，対

象となる植生が十分目面積の生育地を有することが必要である。

　調査面積は，群落の最小殖了積（Minlmum　Areale）以上の大きさを必要とし，調査面積の過大

は異質植分を含みやすくなる。したがって，一般に次の面積が棊準とされる。

　高木林（亜高木林を含む）…………………150～500吻2

　低木林（下摺は草本層のみ）……一・・……50～200初2

　ススキ草原（高茎草原）………………・一…25～！00初2

　シバ草原（法意草原）………一……・・……10～25鯉2

　差前｛乍重也奈馬草君羊落’・…　一一’9・’・一・・一一・・・・・・…　一一・　25～100〃z2

　調査区形は，かならずしも方形である必要はない。群落の均質な生育配分状態に応じた形であ

ればよい。

　収集される植生調査資料は，1）階層の区分，2）種のリスト作成，3）被度（総合優占度）の

判定，4）群度の判定，5）生活力（活力度）の判定，6）その他の記載がされる。

　D　階層の区分
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珊g，11　被度（総合優占度）配分模式。

Schematische　Derstellung　der　Artm互chtigkeit

　多層構造を形成している植生では階層が区分され，それぞれの階層の高さと丁丁率が測定され

る。シキミーモミ群集，クリーコナラ群集など森林植生では高木第1層B1（Baumschicht－1），

高木第2層B2（Baumschicht－2），低木層S（Strauchschicht），：草本層K（Krautschicht），

さらに生育する種があるときは蘇苔地衣類層M（Moosschicht）が区分される。

　河辺に広がるヨシ群落，オギ群集のような高茎草本群落では，区分可能な際は，草本第1層

（K1），草本第2層（K2）に階矧をわけるのがのぞましい。また路上雑草群落のオオバコ群落な

ど単層群落は，草本1蕾（K）としてまとめて植生調査される。

　2）　種のリスト作製

　調査区内に生育する種の完全なリストを，階層別に作製する。

　3）　重度（総合優占度）の測定

　被度（総合優占度）は調査区域内で，それぞれの種がどの程度の面積をおおっているかの測定

である。重度の測定はBraun－Blanquet　1964の全景定法が，植物社会学で一一・般に使われており，

今回もそれによった』全島定法は，植被の割合に個体数も加味したものであり，以下の段階に区

分される。

　5…植被が調査面積の％以上を占めているもの。

　4…植被が調査面積の％～％をしめているもの。
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　　　　　　　　　　　　　　　　F1912　群及配分模式。

　　　　　　　　　　　　Schematlsche　Derstellung　der　Sozエab韮11tat

　3　・二二か調査画奮真の％～渥をしめているもの。

　2　個体数かきわめて多いか，または少なくとも，植級か調査雌1積の偏～％をしめているもの。

　1・個休数は多いか，植被は！／20以一ト，または，植被が漏以ドで掴体数か少ないもの。

　＋　個体数も少なく，植被も少ないもの。

　1一きわめてまれに，最低植被て出現するもの（r記号が省略されて，＋にまとめられること

　　　も多い）。

　以上のうち5，4，3は1剛本数の丁丁を丁丁にしない。

　4）　群度の判定

　調査区内に個々の植物かどのように配分されているかを調へるとき広く群度か用いられる。群

度は笹蟹の多少とは関係なく，個外の配分状態のみが対象となる。群及は次の5つにわけられて

いる。

　5　　ある離物か調査地内にカーヘソト状に一1鰍こ生脅している。

　4一　難きな蜘愚状，カーヘットのあちこちに六かあいている様な状態。

　3一一小群の斑紋状。

　2一小群状。

　1　　単生。
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　　　　　　　Fig．13　群落構造模式（森林植生）。

Schematische　Darstellung　der　Gese1工schaftschichtung（Wald－VegetatioH）．

　5）　生活力（活力度）の判定

　ある植物の調査区内での生活力をあらわすには，次の符号が使われる。

　・一一とくによく発達し，種の生活環を完全にくりかえす植物。

　Q一一発達はあまりよくないが，そこで繁殖可能な植物，または，生育するが，そこで完金な

　　　　生活環を規則的にくりかえせない植物。または栄養生殖によって，やっと生育していて，

　　　　完全な生活環をくりかえさない植物。

　。。一偶然発育しても，そこで繁殖できない植物。

　この生活力の半lj定は，なかなか困難な場合もあり，実際の野外調査では特に生活力の弱い種に

ついてのみ使胴される。例えば，被度・群度の右肩に＋Oのように付記する。

　6）　そ　の　他

　調査年月El，調査地，海抜葛度，方位と傾斜角，調査殖1積の大きさ，金入被率（調査区を設定

している全植生の被率を判定する。多層の群落では，各階層についてそれぞれの植被率を判定し

ている）。さらに樹令及び樹高，人為的影響の種類と頻度，調査地に隣接する植物群落，＝ヒ壌型や

土壌の種類，植物の生活形，生育形，生育状態など，植生に関連する項醸もあわせて詑載される。

2．群落区分

　野外で得られた植生調査資料は，群落形態や生活形も考慮に入れてほぼ同質の植分ごとに種組

成表にまとめられる。組成表は次に示される組成表作製過程によって常在度（Stetigkeit）の高

い種，区分種（Trennarten）さらに標徴種（Kemlarten）の発見に努められる。

　（1）素　　　表

　野外で調査された植生調査資料はまず種組成の似ている植分がまとめられ，概観できるように
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　Tab．3　植生調査票の一例
Beispiel　f廿r　eine　Vegetationsauf鷺ahme

Na皿e　d．　Gesel｝sch，シキミーモミ群集

Aufn．　Nr．31

0rt．　いわき市　 霧暴石

Auf轟．　von　K．　F．1．　S，（｝｛．H，）　S．F．

B－1　　26m　 85％

B・2　　　9　瓶　　　50％

S　3m　40％
K　　O．5m　10％
Exp．　u，　Neigung　NE　IO．

H翻e慧．M．　　10田　　5cmの落葉の堆積あり

20×25qm
M量krorelicf　u，　Boden海岸からユ～1．5km

Artenzahl　40　spp．

Aufn．

モミDBH　70～80cm
アカガシ　DBH　50～60cm

B12・3モ　　
ミ

3・3アカガシ
3・3イヌシデ
1・1ウワミズザクラ

i・1ノ、リギリ

S2・3カ　　 ヤ

2・2アズマネザサ

1・2ア　オ　キ
1・2フ　　ジ
1・ユモ　　　ミ

K　2・2　ジ　ャ　　ノ　　ヒ　ゲ’

2・2　オオバジャノヒゲ

1・2キ　ヅ　タ
1・2テイカカズラ
＋・2ッタウルシ

十　ヤブツバキ

＋アワブキ
＋　ヤブムラサキ

＋ア　セ　ビ
＋ガマズミ

＋・2ヤブコウジ

＋チゴユリ
十シュンラン
十ツリバナ
十　ギンリョウソウ

B23・2カ　　 ヤ

1・2ア　カ ガ シ

2・2　ヤ　　ブ　　ツ　　バ　　キ

1・2　イ　　ヌ　　シ　　デ

十モ　　　ミ

＋　ナガバコウヤボウキ

＋イヌガヤ
＋ヤマボウシ
十　イロハモミジ

＋ウリカエデ

十　サイハイラン

＋ト　コ　ロ
＋　　　ト　ラ　ノ　オ　シ　ダ

＋ミヤマシキミ
＋イチヤクソウ

十ツルグミ
＋ハナイカダ
十カマツカ
＋ツリバナ
＋マツブサ

十コ　ナ　ラ

十シロダモ
＋ユズリハ
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環境記載 植生調査票

素 表

常在度警

部　分　表

整理された
部　分　表

編　分　表

』総合常在度表
（ローマ数字表）

他の総合常在
度表との此千

山　落　表
総合常在度に
よる群落表

群集記載文献
との比較

群　集　表
総合常在度に

よる群集表

生態的な
特徴づけ

野外チェック

　　　Fig，14　植物社会学的な方法による植生単位の決定作業フローチャート。

　　　　　　　　（Westho仔et　a1，1973　z．　T．　ver瀬dert：一部加筆言丁正）

Schematische　Darstellung　der　verschiede鷺en　Stufen　in　der　syntaxonomischen　Arbeitsweise

der　Vegetationskunde，
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5mm方眼紙にまとめて記入する。この表を素衰という。素表をもとに次の手順で群落単位が見

出される。

　（2）常在度表

　素望を基礎に，左から右に，出現回数の少ないものから多いものへと調査地の順番を並べかえ

る。また，表の上から下へ常在度（出現頻度）の蕩い種から低い種へと再紀列する。

　以上の手順による並べかえによってできた新しい表が常在度表と呼ばれる。

　（3）部　分　表

　常在度が皿～雌（21～60％）程度の種群から共通的に出現する種群の組舎せを見出す。これら

は診断種群と呼ばれる。診断種群のみを別の表として抽出する。これは部分表と呼ばれる。

　（4）区　分　表

　この部分表をもとにタテおよびヨコを比較し，1司じような出現行動をとる種類の並べかえ作業

を行なう。明確な組合せをもつ種群を整理し，さらにそのタテ，ヨコ配遣のまま他の種とともに

ひとつの表にまとめ直す。これを区分表といい，局地的な群落分類を示している。これらの群落

を区分する種群は区分種と呼ばれる。

　（5）　群落組成表，群集表

　この区分表と各地で得られた群落組成表，群集表を広く比較し，他の群落には出現しないで恩

象群落に特微的にむすびついている種を発兇する。これらの種は標三種と呼ばれる。三二種によ

って区分された群落単位は，植物三会学の基本単位として群集と規定される。群集はさらに共通

の標三種によって，階級的体系における上級単位に統合される。これらの関係を示したものが群

集表である。標徴種の発見されない群落単位は蛎定的に群落として，組成表にまとめられる。

3．植生図化

　植生図は，いろいろな植物群落類型概念によって抽象化された群落単位の空回的配分が具体的

に地形図上にえがかれたものである。したがって植生または群落のとらえ方によって植生区紬さ

まざまに区分される．

　すなわち緬生図とは局地的または広域的に規定された植物群落単位の空蘭的，時閥的広がりを

具体的に地形図⊥に描いたものである。植生図は基礎科学はもちろん自然保護，環境保金，環境

創造，地域計画など実際に応用的な目的に対しての基礎図としても作成される。

　今回は，植物三会学，植生学的類型概念で決定された群集および群落を凡例として，現存植生

および潜在自然櫃生の三生図化が行われた。

　1）　現存植生図

　　　Karte　der　realen　Vegetatio11

　現実に野外に生育している現存植生を対象に，各種の植生単位のレベルで植生図化された，最

も一般的な植生図。すなわち，現地調査，群落組成表の作製等の手順で，調査，整理，決定され
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　　　　　Tab．4　現存植生i蟹の作製手順

Arbeitssche鶏a　f昼r　die　I（artierung　der　realen　Vegetati〈｝n

野外植生調査

室内作業による郡落区分

現存植生図の凡例決定
ｻ存植生図の作製指針決定

野外踏査による現存植生図原図（現地図）の調査

航空写真による位置・広がりの確認と

ｻ存植生図化

現存植生図の完成

た群集及び群落単位で，調査域に生育している現存植生を対象に描かれたのが現存植生図である。

　2）　潜在自然植生図

　　　Karte　der　potentie11en　nat｛irlichen　Vegetation

　入間の影響下に現存している代償植生や現在そこに植えられている種類に関係なく，その立地

が支え得る立地本来の潜在自然植生によって描かれた植生図である。現存植生図を基礎図とし

て残存自然植園，ニヒ壌断爾，代償群落，景観像，土地利用形態などを，現地で多値1的に調査し，

これらに現地調査資料から，今その立地から，…切の人間の影響を停止したら本来その立地はど

のような自然植生を支えうる能力をもっているか理論的に考察，判定し得る植生の配分が具体的

に地形図上に表わされている。


